
注：スマートフォン・タブレットを所有している人（n＝1115）が対象。
出典：2025年シニアの生活実態調査 (訪問留置 )

 そうなっている ある程度そうなった あまりそうなっていない そうなっていない 

疑問に思ったことをすぐに調べることができる

災害情報が通知され、すぐに知ることができる

ご自身が住んでいる地域の気象情報を得ることができる

ネットで手続きができるため、金融機関やお店に行く手間が省ける

地図アプリや乗り換え案内を利用して目的地に迷わずに行ける

欲しい商品やサービスを簡単に見つけ、購入することができる

電子書籍やネットを使って、本、雑誌、新聞を持ち歩かなくてもよい

現金やカードを持ち歩かなくても買物ができる

買物などでポイントを貯めたり利用したりできる

チケットやクーポン、Webサイトなどを印刷しなくてもよい

紙の手帳やメモ帳を利用しなくてもよい

興味のある情報や災害情報が通知され、すぐに知ることができる
欲しい商品やサービスを簡単に見つけ、お店(ネットショップ以外)で

購入することができるようになった
電子辞書や音楽プレイヤー、カメラなどの専用機器を

持ち歩く機会が減った
電子マネーや会員証などのカードが減って、

財布やカード入れがすっきりした
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